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にそれぞれが 01および 02で表わされる状態ならば,全体の系の状態は ol㊥ 02 という密度行





































































































交 換 関 係 の 拡 張
広大･理論研 山 田 一 夫
E] 量子力学における交換関係 [q,p]- iに現われるpは,Diracにより直線上の無限小の
ずれの演算子と解釈されてきたが,これを一般化し無限小回転の演算子を含むような交換関係
は作れないものであろうか｡非相対論的な量子力学の具体的計算を見ればわかるとおり,スピ
ンに関するものを別とすれば量子化の規則とは上の交換関係に他ならない｡
その理由はおそらく物理的に問題にする系の振舞いが,その系を構成する微小部分のさまざ
まな並進運動の積重ねとして理解される場合が多いことによるものであろう｡ここに言う並進
運動とは無限小の場合であって,たとえ質点が曲線運動をするとしてもこれらの積重ねで表わ
されると考えるO従って軌道角運動量もL-rxPのように直線上のずれの演算子を使って
表わされる｡
一方,高エネルギー物理学の対象となる様々な現象にはアイソスピンなどの内部自由度が重
要な役割をはたしている｡この場合にはSU(2)又はこれに関連した非可換群が使われるが,通
常の量子力学の場合とは異なり,無限小変換の演算子がある場合でも,内部空間における物理
的意味の付けられるような ｢並進運動｣には帰着されない｡そこで,このような時にも量子化
の規則を適用できるようにしたいために,最初に述べた間がでてくる｡
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